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第 4 章 幼児教育の質評価スケールの考案に向けて 
第 1 節 ECERS-3，SSTEW 等の結果を受けての評価スケールの検討 

 
1．幼児教育の質評価スケールの検討 
 幼児教育の質評価スケールを検討する際，海外には ECERS，SSTEW，SPARK，CLASS
など様々なスケールが存在する。そのうち，日本の幼児教育の質，特にプロセスの質を捉え

る際に参考になるものとして，今回は ECERS-3 と SSTEW を取り上げて検討した。 
 具体的には，5 歳児クラスの保育の様子を，ECERS-3（6 園），SSTEW（1 園）を用いて，

協力園で評定を行い，評定結果の現れ方や，我が国の保育に適合するか等，評価項目を検討

した。詳細は，第 2 章第 1 節，第 2 節のとおりであるが，概要は以下のとおりである。 
 
（1）評定の結果の現れ方 
1）ECERS-3 では，「空間と家具」（室内空間）や「日常の個人的養護」（保健衛生，安全）

での評価は高いが，「空間と家具」の養護・遊び・学びのための空間，室内構成，一人又

は二人のための空間は低めの評価だった。 
2）ECERS-3 では，「学びの活動」の数量，図形，自然，積木や，「言葉と読み書き」の語彙

の拡大，書かれた文字の環境，絵本に親しむ環境は，低めの評価となっている。 
SSTEW でも，「言葉・コミュニケーションを支え広げる」の，子供同士の会話を支え

ることや，「学びと批判的思考を支える」の，調べること・探究を通したともに考え深め

続けること，お話・本・歌・言葉遊びを通したともに考え深め続けること，概念発達と高

次の思考の支援は，全般的に低めの評価だった。 
3）ECERS-3 では，「学びの活動」の造形や，「相互関係」（粗大運動の見守り，個別的な教

え，子供同士・保育者と子供のやりとり，望ましい習慣の育成等），「保育の構造」（移行

時間，自由遊び）は，高い評価だった。 
SSTEW でも，「信頼・自信・自立の構築」の小グループ・個別の関わり，保育者の位

置取りや，「言葉・コミュニケーションを支え広げる」での，保育者が子供の声を聴くこ

と，子供が他者の言葉を聞くように支えることは高い評価だった。 
 
（2）幼児教育の質スケール検討に向けた論点 
1）評点 1（不適切）の項目に評定しにくさがある。また，ECERS-3 より，SSTEW の基準

の方が高めな印象だった。SSTEW の評点 3 は「最低限」より高めの項目であり，実態と

評価の表現が合わない面も見られるため，改善が求められる。 
2）「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」（10 の姿）を意識し，「協同性」「言葉による伝

え合い」「思考力の芽生え」等を加味した項目・内容が必要である。 
3）「学びの活動」において，文化的背景（アルファベットと平仮名の違い，文化多様性，就

学前レディネスの重視）を考慮する必要がある。文字･絵本，数量図形，自然科学や「学

びと批判的思考を支える」に関する意識を高めつつ，よりふさわしい用語を用いることが

望まれる。 
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2．幼児教育の質評価スケール（案）の検討と実施  
 
（1）幼児教育の質評価スケール（案）の検討 
上述1．の結果等から，SSTEWの方が比較的日本の保育への適用可能性が高いと判断し，

今回は主に SSTEW（邦訳『「保育プロセスの質」評価スケール』）の項目を取り上げる形で，

「幼児教育の質評価スケール（案）」の作成を検討することとした。そのほか，ECERS-R（邦

訳『保育環境評価スケール①幼児版』），ECERS-3，CLASS，SPARK，幼稚園教育要領，保

育所保育指針，幼保連携型認定こども園教育･保育要領，次期要領に位置付けられる「幼児

期の終わりまでに育ってほしい姿」（10 の姿），秋田（2016）の協働性尺度，自己調整力尺

度等を参考にして，項目等の文言や評点の検討を行った。ただし，「幼児教育の質評価スケ

ール（案）」は未だ検討中のため，ここでは提示していない。 
今回主に行ったのは，1）評点の見直し，2）文言の見直し，3）指標の段階の移動である。 

 
1）評点の見直し（6 点満点） 

SSTEW と ECERS-3 は 7 点満点の評点であり，1（不適切），3（最低限），5（よい），7
（とてもよい）の段階での評定が行われる。しかし，日本の保育現場では，評価自体への抵

抗感がある上，評点 1（不適切）の評定しにくさが課題として挙げられる。また，特に項目

や構造を参考にしている SSTEW の評定基準は，高めに設定されているものもあり，

SSTEW の評点 3 は「最低限」よりは高めの項目であると考えられた。 
そこで，「幼児教育の質評価スケール（案）」では，SPARK の 6 点満点の評定を参考にし

て，6 点満点の 2（まあよい・ふつう），4（よい），6（とてもよい）の段階で評定するよう

に設定した。なお，SSTEW 等の様式と同様に，2，4，6 のそれぞれに対応した指標が用意

されている。その結果，SSTEW の 1（不適切）の文言は基本的に削除されたが，評定の際

に念頭に置くべき視点である。評定では，各指標に対し「はい YES」「いいえ NO」を付け

ていく。（図 1 参照） 
 

 
図１ 幼児教育の質評価スケール（案）の一項目のイメージ 
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評点の付け方は次のとおりである。 
・2 の指標が一つでも満たされていない場合は 1 点。 
・2 の指標全てと 4 の指標の半分未満が満たされている場合は 2 点。 
・2 の指標全てと 4 の指標の少なくとも半分が満たされている場合は 3 点。 
・2 と 4 の指標全てと，6 の指標の半分未満が満たされている場合は 4 点。 
・2 と 4 の指標全てと，6 の指標の少なくとも半分満たされている場合は 5 点。 
・項目内の全ての指標が満たされている場合は 6 点。 

 
2）項目・指標の文言の見直し（削除，追加） 
 まずサブスケールの見直しとして，SSTEW では「5 学び･言葉の発達を評価する」があ

り，評価の活用や言葉の発達の評価が挙げられている。イギリスでは EYFS（就学前ナショ

ナル･カリキュラム）にも就学前アセスメント（EYFS プロファイル）の記載があるため，

その実情に沿ったものであるが，日本では当てはめることの難しい項目もあるため，今回は

参考にとどめて，評定では削除した。 
 また，文言の見直しについて，サブスケールでは「4 学びと批判的思考を支える」を「学

びとより深い思考を支える」，項目では「項目 12 概念発達と高次の思考の支援」を「概念

の発達とより深い思考の支援」のように，保育者にとって馴染みのある分かりやすい用語に

置換した。指標の文言においても，例えば，「エリア」を「場やコーナー」，「物事の線引き」

を「物事の善し悪し」，「一歩下がって」を「見守り」，「概念」を「物事の意味や考え方」（一

部そのまま「概念」を使用），「思考の枠組み」を「考え方」のように置き換えた。 
そのほか，「項目 9 好奇心と問題解決の支援」において，「メタ認知」といった専門用語

が使用されたものは，「6.3 子供たちの思考や問題解決のプロセスを，保育者が言語化する

ことでモデルを示し，子供たちが自覚するように支援している。子供たちが計画して実行し

たり活動をするのを援助している」のように，内容が分かるように見直した。 
 文化多様性 diversity において，「項目 5 子供同士の会話を支えること」の「4.4 ほと

んど話さない，話すことができない子供や日本語が母国語でない子供がいる場合に，言葉で

のやりとり以外のコミュニケーション方法を用いている。」には，＜無回答可＞を付加した。 
また，「項目 4 社会情動的な安定･安心」では，もともと「3.4 保育者は温かく，友好的

で，落ち着いている。必要に応じて適切に，穏やかな身ぶりをしたり，身体的に近付いたり，

子供に手を触れたり抱きしめたりしている」と記されているが，日本では余り抱きしめるこ

とは多くないため，「2.4 保育者は温かく友好的で，落ち着いている。穏やかに関わったり，

必要に応じて，子供とスキンシップをとっている。」と表現を見直した。 
「項目 8 感受性豊かな応答」において，SSTEW では「7.1 ほとんどの子供に，観察時

間中に 2 回以上，一対一の関わりの中でまなざしを向けている。」と示されているが，イギ

リスでの職員配置基準は 3 歳児以上で 1：8，ナーサリースクール，公立学校のレセプショ

ン･クラスで 1：13（3 歳児以上）であり，日本の実情を鑑みた結果，「6.1 多くの子供たち

が，観察時間中に 2 回以上，保育者から一対一の関わり等の場面で，まなざしを向けられて

いる。」のように見直した。また，例として挙げられていた内容も，できるだけ日本でも馴

染みのあるものに変更した。以上のような手続を，他の項目でも検討していった。 
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3）指標の段階の移動 
 指標の段階の違いとしては，「項目 6 保育者が子供の声を聞くこと，子供が他者の言葉

を聞くように支えること」において， SSTEW では「5.1 子供たちと会話するときに，子

供たちの目線の高さに合わせている。」と位置付けられており，4.1 の指標に該当するが，少

なくとも日本では基本レベルと見なして，2.4 の段階に移動させた。 
また，「項目 9 好奇心と問題解決の支援」では，もともと「7.3 子供たちが探せるよう

に，想定外のモノを保育室内に隠したり，宝箱を使ったりして，子供たちの好奇心を支えて

いる。」と示された内容は 6.3 に該当する。しかし，保育者がきっかけを作る活動は魅力的

ではあるが，子供たちが自ら取り組む中で気付いたり考えたり発見したりして展開してい

く活動と比較すると，一つ前の段階ではないかと考え，文言を見直した上で，「4.4 子供た

ちが探したり見つけたりすることを楽しんだり，それをきっかけにして遊びが広がったり

するように，予想外のものを保育室等に置いたり隠したりして，子供たちの好奇心を支えて

いる。」のように段階を移動した。 
 
（2）幼児教育の質評価スケール（案）の試行調査 
（1）の幼児教育の質評価スケール（案）を協力園で試行的に観察評定し，保育実践後，保

育者には当日の保育の振り返りも含め，スケールに関わる内容やスケール実施への感想等

を尋ねた。概要は以下のとおりである。 
 
1）調査概要 
協力園・対象クラス  都内 K 幼稚園・5 歳児 A クラス 25 名（男児 13，女児 12）。 

出席 21 名。 
調査時期       2016 年 9 月 
評定者・訪問者    古賀松香，松嵜洋子，岩立京子，国研メンバー3 名 
観察当日の流れ 

  ＊9：00  登園後，支度をして，好きな遊び。 
  ＊9：15 頃 観察開始。 
    室内では，お化け屋敷ごっこが盛り上がり，保育者も関わっている。蛍光のお化け

の絵を貼ったり，お化けを外から動かす装置を考えて工夫したりする。いざこざが

起きるが，それによってお客さんの入り方のルールが決まる。その他，おままごと，

剣・電車づくり等。2 学期が始まったばかりでグループの当番表を見にくる子供が

多い。テラスではフープ，オリンピックごっこ，ままごと等。久しぶりの良い天気

で外遊び（虫探し，砂場の薬屋さん（色水），水路作り，マルチパネル）も見られ

る。オリンピックにちなんで，海外の地図や地球儀などがある。 
  ＊10：45 頃 片付け。その後保育室へ集まり，リズム遊びをしながら揃うのを待つ。 
  ＊11：15 頃 ケヤキの庭へ移動し，初めてトラックでリレーをする。2 グループずつ。 

赤玉をトラックに並べる。ビブスとバトンを使う。順番は相談する。 
  ＊11：50 頃 保育室へ戻り，お弁当。（12：00～13：00 観察中断） 
  ＊13：00 保育室に集まり，実習生の「ようかいしりとり」。お気に入りで歌う。 
    絵本「むしたちのうんどうかい」読み聞かせ。「夏の思い出」のインタビューと質
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問。カードを用いる。遊びの振り返りと予定。（その後，お帰りの支度） 
  ＊13：20 観察終了。 
  ＊15：00 担任保育者，副園長，園長，参加者とともに，実践の振り返りとスケールの

内容に関するインタビュー。 
表 1 今回用いた幼児教育の質評価スケール（案）のサブスケールと項目 

サブスケール 項目 

【1】 

信頼・自信・自立の構築 

項目 1 自己制御と社会的発達 

項目 2 子供の選択と自立した遊びの支援 

項目 3 小グループ・個別の関わり，保育者の位置取り 

【2】 

社会情動的な安定・安心 
項目 4 社会情動的な安定・安心 

【3】 

言葉・コミュニケーションを支

え広げる 

 

項目 5 子供同士の会話を支えること 

項目 6 保育者が子供の言葉を聴くこと，子供が他者の言葉を聴くよ

うに支えること 

項目 7 子供の言葉の使用を保育者が支えること 

項目 8 感受性豊かな応答 

【4】 

学びとより深い思考を支える 

項目 9 好奇心と問題解決の支援 

項目 10 お話・本・歌・言葉遊びを通した「共に考え，深め続ける

こと」 

項目 11 調べること・探究を通した「共に考え，深め続けること」 

項目 12 概念の発達とより深い思考の支援 

 
2）結果概要 
以上の試行調査の結果としては，「1 信頼･自信・自立の構築」「2 社会情動的な安

定・安心」「3 言葉・コミュニケーションを支え広げる」は高めの評定で，「4 学びとよ

り深い思考を支える」については中程度の評定であった。なお，以下に例として，幾つか

の項目の評定プロセスを提示したい。 
 
＊「項目 2 子供の選択と自立した遊びの支援」 
「6.1 指導計画を立てる際，子供たちも参加している。」 
「6.2 子供たちが保育者の援助を受けて活動した後，そこでのやり方や物事の考え方等が

自由遊び場面でも生かされているかを丁寧に観察している。」 
→観察では分からないので，インタビューにおいて，子供の意見を生かしながら指導計画

を作成する場合があること，保育者とともに活動した内容が，自由遊び場面でも子供た

ちが展開しているかについて，意識的に実践されているとのことで確認できた。 
 
＊「項目 7 子供の言葉の使用を保育者が支えること」 
「6.1 子供たちが遊んでいる時，遊びの様子を言葉で表現することによって，言葉の使い

方のモデルを示したり，子供たちの思考のプロセスを分かりやすく提示したりしている。」 
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「6.2 一人ひとりの子供の発達より，少し高いレベルで言葉の足場かけをし，豊かな語彙

のモデルを示している。」 
→観察とインタビューから確認した。発表のためのカードの提示は，言葉のモデルを示して

いた。振り返り場面では，遊びの様子を取り上げていた。遊んでいるときに言葉のモデル

を示したり，思考のプロセスを提示したり，少し高度な言葉や豊かな語彙のモデルを示し

たりする様子までは見受けられなかった。 
 
＊「項目 10 お話・本・歌・言葉遊びを通した「共に考え，深め続けること」」 
「6.1 子供たちが様々な物事の意味や考え方を理解するのを支えるため，図鑑や科学絵本

など実物や生物等に関する本を使用している。」 
→テーマに関連する絵本や図鑑等が用意され，調べる姿が観察された。しかし，子供が

様々な物の見方・考え方を深めるよう支えているかまでは読み取れなかった。 
 
3）スケールや評定に関する結果と課題 
① 評点の見直し（6 点満点：2 まあよい・ふつう，4 よい，6 非常によい）を行ったこと

で，実感との差異が以前より少なくなった。ただし，評定の際は，SSTEW で提示され

ている 1 点（不適切）の内容を基準として踏まえて，観察評定することが必要だろう。 
②「4 学びとより深い思考を支える」の各項目に挙げられている「共に考え，深め続け

る Sustained Shared Thinking」の内容は高度であるが，より質の高い保育を目指すた

めには，保育カンファレンス等で取り上げて検討する意義のあるテーマである。今後意

識していくことが望まれる視点として，提示することに意味があるだろう。 
③ 保育者は，クラス担任１人だけでなく副担任も考慮に入れる必要があるのではない

か。インタビューで観察されなかった項目や今後の展開等を尋ねて評定の際に考慮す

る。観察した内容を中心に据えつつ，どこまで加味したらよいかが難しい。 
④ 今回は 5 歳児を中心に評定しているが，高度な項目について，3，4 歳児についても評

定できるように配慮が必要である。「無回答可」や「年齢による選択」等の工夫が求め

られる。 
⑤ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」（10 の姿）との関連は，用語では見られる

が，一致するわけではない。どの項目と関連するかについて，今後丁寧に検討する必要

があるだろう。 
⑥ ある程度評定の項目や指標が定まった後，ECERS-R や SSTEW との関連から，信頼

性・妥当性を確認する必要がある。 
 
今後は，試行調査からの課題について吟味し，「幼児教育の質評価スケール（案）」を改

善させつつ，スケールを利用した研修手法についても検討していきたい。 
 
（3）観察・評定の際のポイントと注意事項 
最後に，観察と評定の際の注意事項とポイントについて，淀川（第４回プロジェクト研

究会発表資料「『「保育プロセスの質」評価スケール』（SSTEW）について」，2016 年 6 月

1 日）より引用し，以下に提示したい。なお，この資料は，『「保育プロセスの質」評価ス
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ケール SSTEW』（シラージら，2015/2016）の「はじめる前のガイド」「判断のポイン

ト」「観察の手順」「評定の手順」と，SSTEW の第二著者 Denise Kingston による勉強会

のスライド資料（2016 年 3 月 15 日）に基づいている。 
 

1）判断のポイント 
・保育者の行動，応答，関わりについての評価を総合的かつ専門的に判断し，その結果生

じた子供の経験を反映したものであること。 
・ポジティブな内容：各項目について，観察中に最低 1 回，項目の内容が観察された場合

「はい」を選択。ただし，観察された場面だけでなく，全ての子供たちが日常的に当て

はまっているかを確認する。 
 

2）観察の注意事項・手順 
・根拠ある評定ができるよう，できるだけ十分な時間観察してから評定を行う。 
・各項目をはじめから順に評定する必要はない。 
・観察した場面についてメモを取り，観察終了後（帰宅する前）に全項目を評定する。 
・観察中は非参与観察者となる。 
・観察を行う前に保育施設の背景情報を集める（室内外の図面 etc.）。指導計画に目を通

す。いつもと変わらない日に観察する。 
・1 回のセッション：午前若しくは午後の 3～4 時間。 
・1 回に 1 グループ（クラス）を観察。室内外含め，行き来する全ての場所で観察する。 
 

3）評定者に求められること 
・園全体の評定を行えるよう，観察中に十分に動き回る。 
・適切な実践かどうかを判断する際，子供たちの能力や達成について考慮に入れる。 
・園にいる子供たち全員について考慮する。 
・園の保育者全員が，子供たちをどのように支援し，関わっているかを考慮する。 
・客観的に観察されたこと（＋質問によって補った情報）に基づいて評定する。 
 

4）根拠のない判断，先入観，誤った判断を防ぐために 
・根拠のない断定，事前の知識を持ち込まない（「いつもはやってる」は×） 
・個人的な先入観，偏見は持ち込まない 
・厳しすぎる期待に基づいて判断しない 
・事実に反して認めない（「X はできていないけれど，大変な中頑張っているから」は×） 
・指標の内容について，定義を都合よく変えない（評価の際に一貫性を持つ） 
・スタッフの事情を考慮しすぎない 
（「新任の先生だけ閉じられた質問ばかりするけれど，他の先生は聞かれた質問を 

     しているし。新任の先生は評定の対象にしないで，高く評定してしまおう」は×） 
 

５）最終的なスコアの決め方 
・全員分のスコアの平均を出すのではなく，話合いによって決める。 
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評定者はそれぞれに，他の評定者が見落としたかもしれない重要な場面を見て評定して

いることがある。各評定者はスコアをつけた根拠（観察した場面）について互いに説明

し話し合った上で，最終的なスコアを決める。 
 
 
引用・参考文献 
秋田喜代美（2016）『保育･教育の質が幼児・児童の発達に与える影響の検討』 平成 23－

27 年度科学研究費補助金（基盤研究(A)）報告書． 
秋田喜代美・佐川早季子（2012）保育の質に関する縦断研究の展望．東京大学大学院教育学

研究会紀要，51，217-234． 
CLASS ホームページ．http://teachstone.com/classroom-assessment-scoring-system/ 
 （2017 年 1 月 30 日閲覧） 
Early Childhood Development Agency. (2014) “Singapore Pre-school Accreditation 
Framework (SPARK): Quality Rating Scale.”  

Harms, T.，Cliford,D. & Cryer, D.(2015)  Early Childhood Environment Rating Scale-
Third edition. Teachers College Press. 
（テルマ･ハームス，リチャード M.クリフォード，デヴィ・クレア著 埋橋玲子訳（2016） 
 『新・保育環境評価スケール①3 歳以上』 法律文化社．） 
岩田力・小山修・網野武博・尾木まり・齊藤多江子・須永美紀・増田まゆみ・高辻千恵・今

井麻美・内田祥子（2012）保育形態の多様性と質に関する研究．日本子ども家庭総合研究

所紀要，49，17-27． 
Kingston, D. 淀川裕美訳（2016）SSTEW 勉強会（2016 年 3 月 15 日）スライド資料． 
増田まゆみ・高辻千恵・石井章仁（2007）認定こども園と保育所･幼稚園合同保育実施施設

における保育の質の評価に関する一考察．目白大学総合科学研究，３，95-112． 
Pianta, R. C., La Pro, K. M., & Hamre, B. K. (2008) “Classroom Assessment Scoring 
System (CLASS): Manual, Pre-K.”  Paul H. Brookes Publishing Co. 

Siraj, I., Kingston, D., & Melhuish, E. (2015). Assessing Quality in Early Childhood 
Education and Care: Sustained Shared Thinking and Emotional Well-being(SSTEW) 
Scale for 2-5-year-olds provision. IOE Press. 
（イラム・シラージ，デニス・キングストン，エドワード・メルウィッシュ著 秋田喜代美・

淀川裕美訳（2016）『「保育プロセスの質」評価スケール：乳幼児期の「ともに考え，深

めつづけること」と「情動的な安定・安心」を捉えるために』 明石書店．） 
埋橋玲子（2013）イギリスの就学前ナショナル･カリキュラムについて：EYFS（2012）に

みる到達目標と評価．同志社女子大学総合文化研究所紀要，30，152-161． 
 
                              （掘越紀香・河合優子） 
 

http://teachstone.com/classroom-assessment-scoring-system/


178

4  
2  

 

 
 
1  

 
1  

10

 
 

2  

 

9 4.2

 

 



179

2  
 

1  

 

5
6.3

No

 
5 6.3

 
 

2  
10 5
5

8
6.2



180

 
10

6.4

 

 
 

3  

 
 

4  



181

 

A

A

A

9 4.3

A
1 4.3

(5)

 
 

5  

B
4

6.2

No
 

1 2.2



182

 
 
3  

 
 

 
 







185



186



187



188



189



190



191



192

 

ID

  
  

  
  

  
 E

-m
ai

l
yo

uj
i@

ni
er

.g
o.

jp
 

Te
l

03
-6

73
3-

67
52

 
E

-m
ai

l
ho

ri
ko

@
ni

er
.g

o.
jp

Te
l

03
-6

73
3-

69
52

 



193



194



195



196




	syocyu-5-1_a-01
	■2-4-1B1_報告書差替データ20180106：２－４－１（修正版）ページ有　
	syocyu-5-1_a-03

